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震災後に生れた子供たちへの支援震災後に生れた子供たちへの支援

企画・編集 

　「南三陸町で家族が元の暮らしに戻るまで」と、
広島出身の奥さんの頑張る姿に、何かお手伝いを
と「世界平和女性連合広島」の活動から始まった。
　今回の「広島からの愛の福袋」の活動の内容は、
被災地の現状と、これからの被災地の後継者育
成について、教育関係者の皆さんとの意見交換
交流会だった。「物資の支援から、心の支援を !」や、
「南三陸町の子供たちの活動が多く実を結んでい
る」、「全国・世界からの支援で何とか子供たち
の活動をしているが、被災地の活動には資金面
の支援が必要」など、現実的に何をして欲しいか、
何が必要なのかを現場の意見の聞き取りと交流
会を開催した。２時間の予定は１時間近くも超
過となった。今回は９名の皆さんが来町した。

中総体の結果中総体の結果

気仙沼・本吉地区の
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2018年被災地交流
南三陸町を手品で応援

飯島マジッククラブ公演会
◆ ７月 16日（月・祝日）午後５〜６時

　歌津中学校裏
　　　　伊里前災害公営住宅集会所

◆ ７月 17日（火曜日）午前10：30〜12時

　地域ささえあいモール（結の里）
　　　　リアスふれあい広場

　町民皆様のご来場をお待ちしております。

　　　 長野県飯島町

飯島マジッククラブ飯島マジッククラブ飯島マジッククラブ飯島マジッククラブ
支援受け入れ　千葉印刷（志津川広報センター）

（志津川字天王山（あさひ幼稚園向かい））

　　「愛の福袋活動」の女性から、南三陸町の

　　子供たちへと、詩と歌が紹介された。

　「とびら」　　　  詩、曲　川嶋あい

見上げた空に雲が流れて今日という日がまた始まるよ
変わらないもの  変わりゆくもの  心の中で見つめてきたね
強がることには慣れてきたけど本当の自分さらけだせなくて
負けないように恥じないように  僕にもできること探してゆこう
うれしい時も悲しい時にも  流す涙がほら明日へとつながるよ

人の優しさ  人の笑顔に  これまでずっと支えられてきた
自分にもっと自信を持って生きてゆくことは難しいけれど
今度は誰かのもとへ僕がそう形を変えて何か贈れたら
目立たなくても派手ではなくても  欲張りはしないでただひたすらに
僕が信じる夢を描いて  いつかその先には幸せがありますように

タイムリミットどこにもないよ  疲れた時は立ち止まればいい
どんなに高い壁もいつの日か  新たな道へ向かう扉に変えてゆこう

悔まぬようにさびないように  毎日に想いを注ぎ込もうよ
上手に生きてゆくことよりも  生かされてきたこと忘れずに歩きたい
少しずつ未来へと

　来町された広島・山口・島根の皆さんは学校
関係者も多く、被災地で感じた事や思いを、残

す事無く発表する会となった。地元の教育関係
者は、スポーツ少年指導や教員など、今回は 4
名の出席を得て 13 人の会となった。震災後の自
分の置かれた状況での、被災した町と子供たち
の係わりを話した。あの日から「生き方、考え
方が変わった。」が、参加された４人にはあった。
　こうした皆さんの話からも、震災復興の取り
組む形を再認識した。参加の方々も「震災風化」
「町の再構築」の難しさを新たにした。しかし、
前を向いて進むしかなく、まして新しい命の誕
生の可能性を託し、震災復興の完遂に努力して
行くしかない。
　今 年 の「愛
の福袋活動」は、
２月に女性連
合の皆さんが、
「広島からの千
羽鶴」があり、
志津川低地部
の「慰霊塔」に供えられた。また、気仙沼鹿折フッ
トボールの子供たち・父兄会との交流会も行った。

婚活支援

明るい南三陸創造の会
2018 年度会員募集

（南三陸町志津川 TEL080-1801-6399)

南三陸町在住の

千葉印刷後継希望者求む
■パソコン１・２級取得者　■年齢不問
■随時面接受け付け中
連絡先  TEL ４６−３０６９

南三陸町の教育関係者との交流会南三陸町の教育関係者との交流会
６月９日袖浜・明神崎荘にて６月９日袖浜・明神崎荘にて

東大阪支部との交流会

　宮城県印工組の気仙沼・南三陸支部と、大阪
府印工組東大阪支部との友好支部の締結から５
年目を迎えた。被災地「南三陸町」への支援は「町
商店からの商品購買」と「町内民宿活用」など
があり、さんさん商店街ではお土産・キラキラ
丼を楽しんでもらった。そして今年は節目の７
年目ということで、東日本大震災追悼祈念式典
にも大阪から４名が出席した。

　南三陸支部
からは、大震
災からの再建
状況や、これ
までの出会い
から支援・交
流の感謝の恩
返しの意味を
込めて、自然
災害発生時の

心がまえなど、これまでの報告の講演会を引き
受け話した。22 名の参加者の前では、現在の働
く印刷業の環境は生きる為の糧であり、継続は
厳しいが必ず身を助けてくれる。そして災害で
一番大切な事は「命を守る事」だと伝えた。
　高知県黒潮町を通過し「桂浜」「坂本龍馬像」
への観光途中で、ガイドさんから話があった。「黒
潮町には東南海トラフ地震による津波は、34m
の襲来が予想される。昨年、国内最高の避難ビ
ル「22m」が建設され、周辺地域の約 200 名の
住民の命を救うために建設された。20m 以上の
避難ビルは建設できないと言われる中で、「６億
２千万円」で整備された。」と説明をした。　　
高知観光は町の今後の町づくりに役立てる為と、
観光気分は薄かった。坂本龍馬像のある「桂浜」、

そして高知市内の高知城や、板垣退助像など歴
史を感じさせる観光発信があった。四国のお遍
路は 48 番札所のお寺をお参りし、静かな祈りの
観光地がここにはあった。今年は高知県で全国
印刷文化展が開催される。
　気仙沼漁港にも入港
する「明神丸」の母港
でもあり、「カツオのわ
ら焼き」の刺身は絶品
の味だった。まだ午後
４時前というのに、屋
内には多くの大小の商
店が並ぶフードコート
があり、観光客と地元の人たちで賑わっていた。
　今後は支部同志、肩肘張らない交流をしてい
ければと、堅い握手で高知空港を離れた。

高知県への移動総会に同行して高知県への移動総会に同行して

四万十川の沈下橋にて四万十川の沈下橋にて

カツオのさわち料理カツオのさわち料理
歌で子供たちにエールを送る歌で子供たちにエールを送る

　５月 27 日（日）志津川
仮設市場特設会場で、第
79 回を迎える「福興市」
が開催された。
　殻付蒸し牡蠣が３個 500 円と、ほや詰め放題
500 円に多くの来場者があり、９時から開始に
もかかわらず、終了 13 時 30 分の１時間前には
売り切れの大盛況だった。

大阪府和泉市のマスクマン来町
　大阪府和泉市のスペル・デル
フィン（脇田洋人氏）が、是非
被災地の復興状況と、そして南
三陸町の防災庁舎の現在の姿の、
「語り部をお願いしたい。」との
事だったが、午後５時では難し
く私が国道 45 号の汐見橋から

防災庁舎の工事現場の説明をした。その後、さ
んさん商店街で「ウニ丼」を食し、佐良スタジ
オさんの大きな被災後のポスターを使い、東日
本大震災の津波の襲来と町民の避難状況の説明
をした。

志津川湾「牡蠣・ほやまつり」で
ほや生産者の支援！

バスケットボール▷〈男子〉志津川　県大会へ

　　　　　　　　▷〈女子〉志津川　県大会へ

バレーボール▷〈男子〉②志津川

ソフトテニス▷〈女子〉■団体　志津川　県大

会へ　　■個人　③後藤若那・柴田雛音組（志

津川）

卓球▷〈男子〉■個人　②山内純青（志津川）

県大会へ　　　▷〈女子〉■団体　志津川　県

大会へ　　■個人　③加藤桃夏（志津川）　

県大会へ

剣道▷〈男子〉■団体　②歌津　③志津川　　

■個人　①三浦誠矢　県大会へ　③阿部修大

　　▷〈女子〉■団体　志津川　県大会へ　　

■個人　阿部澪（志津川）　県大会へ

柔道▷〈男子〉■団体　志津川　県大会へ

■個人　▶50 ㌔以下級①山内楓（志津川）

県大会へ　　②遠藤陸（志津川）　▶55 ㌔以

下級①佐藤璃玖（志津川）県大会へ　　②小

山拳士郎（志津川）③高橋巨衣（志津川）　▶
66 ㌔級②及川誠（志津川）県大会へ　③鈴

木陵（志津川）　▶90 ㌔超級①高橋巨夢（志

津川）県大会へ　　　▷〈女子〉■団体　志津

川　県大会へ　　■個人　▶48 ㌔級①佐藤

咲希（志津川）県大会へ　▶63 ㌔以下級佐々

木真唯（志津川）県大会へ

「結婚しようよ（千葉）」



平成 30 年 (2018 年）   ７月 ８日（日曜日）(２）復興第７2 号（第 2 日曜日配布）　 南 三 陸 マ イ タ ウ ン 月 刊 情 報

南三陸町

復興！　大津波の記憶を風化させない

３月の出来事～ 地元報道より ～
平成30年（2018年）

◆南三陸町は高野会館を震災遺構として保存し
ない考えを、保存プロジェクトメンバーに伝えた。
保存に要する国の財政支援を、旧防災庁舎に充
てるのが主な理由。

◆４日南三陸町入谷で、老朽化に伴い移転新築
した南三陸署入谷駐在所の開所式が行われた。
建設されたのは、旧駐在所から約 300ｍ東の、
入谷中心部。

◆気仙沼・南三陸地域農業経営セミナーが１日
気仙沼合同庁舎で開かれた。農家の所得向上や
農村の活性化に向けて期待される。女性農業者
の活躍を後押ししようと開催。

◆３日南三陸町志津川の「さんさん商店街」が、
本設オープン。１周年を迎え、記念イベントや
餅まきが行なわれた。記念特価での販売や買い
物客に記念品を贈呈するなどのほかガラポン抽
選会もあった。

　震災の風化防止と行方不明の手がかりを探
すため、南三陸町を中心にボランティア活動
を展開している震災復興支援協会「つながり」
が、11 日午前９時から東日本大震災の行方
不明の捜索と物故者追善法要を行った。

◆南三陸町の「ハマーレ歌津」を会場とした、被
災地応援ライブが、10 日開かれる。11 日は東日
本大震災慰霊献花式が南側駐車場で営まれる。

◆南三陸病院に 10 日、韓国の子供たちが描いた
応援横断幕が届いた。支援活動を続けている静
岡県富士宮市のＮＰＯ法人ヴィレッジネーショ
ンが橋渡し役となったもの。

◆南三陸町入谷桜沢地内の町道で 10 日午後４時
20分ごろ、原付バイクと中型トラックが正面衝

◆志津川保育所の落成式が２月１日に行なわれ
た。新しい保育所は志津川市街地中央団地内に
開所した。中村所長の元で 69 人の児童が保育を
始める。建築費は３億 4200万円で、町の合併特
例債と寄付金を充てた。

◆南三陸町学校給食センターが完成し、４月１
日から共用を開始する。南三陸町内の小学校５
校と中学校２校の７校の給食を再開する。志津
川地区中央団地入口に建設された。総工費は、
面積 2141 ㎡で工事費は７億円で復興交付金を
活用した。

◆宮城県消防職員発表会で、南三陸消防署の消
防士遠藤崇史さん（29）が最優秀を受賞した。「消
防用設備を無駄にしない」をテーマに発表し、「指
導アドバイザー育成」を主張した。

◆歌津ＩＣ供用１ヵ月の利用車状況が、仙台河
川事務所から報告された。歌津ＩＣから南三陸
海岸ＩＣの１日あたりの通行量は７千台で、南
三陸町への来訪者は南北から増加している。そ
れに反して国道 45 号線などの通行量は減少して
いる。三滝堂から歌津ＩＣまでの交通量は、２
〜６割も増える効果となった。

　６日南三陸町臨時議会が開催され、議員の
期末手当が６月は 1.55 ヵ月分、12 月は
1.70 ヵ月分が支給されている。人事院勧告
に基づき今年から各月 0.025 ヵ月分の増額が
提案されたが、全会一致で議案が否定された。
その他の人事院勧告は、一般職と特別職の期
末手当増額は議案が可決された。　　

◆県は養殖ホヤの販路拡大へ、「韓国がだめなら
米国へ」とカリフォルニア州のスーパーへの売
り込みに力を、10 日から始め３月には輸出も予

定している。

◆東日本大震災の月命日の前の９日、不明者の捜
索を南三陸警察署が戸倉長清水でおこなった。10
日現在、南三陸町では211人が不明者となっている。

　南三陸町の志津川魚市場が９日、大日本水
産会から「優良衛生品質管理市場」の認定を
受けた。県内初の認定で、今後は漁船誘致、
魚価高を町と漁民は期待している。

◆台湾東部地震が６日に発生した。これまでの感
謝と御礼の思いを込め、町内６カ所で募金箱を設
置した。南三陸町では病院建設の 56 億円のうち
22 億円を台湾からの支援をうけ建設した。2016
年の台南市の地震へは、600万円を送金した。

◆南三陸町で 11 日、「県子ども育成フォーラム」
が開催され、ジュニアリーダーや子供会関係者
50人が参加した。

◆南三陸町議会が町民と懇談会。15 人の議員が
２班に別れ４会場で、町民との懇談会を開き、
志津川地区の役場には４人の町民が集まった。

　南三陸ホテル観洋が、業界紙・旅行新聞の
今年の「プロが選ぶ日本のホテル・旅館 100
選」の全国 21位に選ばれた。「感謝をテーマ」
としての接客が評価された。

◆養殖ワカメの第２回入札会があり、塩蔵ワカ
メが 10 キロ１万円超えと、引き続き高値で取引
きされた。

　災害対応の最新設備搭載の救急車が南三陸
消防歌津出張所に、配備された。車内には傷
病者の生体情報などを観察する監視モニター
などを備えた。車両は 3200 万円で３月から
共用を開始する。

◆気仙沼・本吉広域議会で、南三陸消防署の建
設費６億 3900 万円が計上された。場所は志津
川地区の中央団地内の町有地に新年度に着工し、

供用は未定。

◆「志高まちづくり議会」が 12 日に町の議場で
開催された。志津川高校の２・３年生が町当局
に観光や福祉の活性化への、まちづくりの施策
や提言を発表した。

　南三陸ホテル観洋の倉橋誠司さん（54）は、
通訳案内士でイタリア語での通訳士は、県内
４人目となった。英語のＷ取得で、外国から
の観光客を迎えるインバウンド増へ意欲を見
せている。

◆南三陸町の「さんさん商店街」「ハマーレ歌津」
の２つの商店街に、隈研吾さんデザインの看板
が設置された。費用は 800 万円で、町の補助金
を活用した。

◆20 日志津川の八幡川へのサケの稚魚の初放流
を行なった。今年は八幡川・水尻川で 906 匹の
サケ捕獲、今期は 800万匹の放流を目指す。

　南三陸町では３月に、町有地へ福島原発の
汚染牧草をすき込みする。安全確認のうえ、
本処分する。20 日夜には、戸倉公民館にお
いて住民に「すき込み」の方法とスケジュー
ルを示した。国の基準では８千ベクレル以下
ながら、町では 400 ベクレル以下の牧草と、
低レベルの戸倉地区南部の山あいにすき込む
事を説明した。

◆ＪＲ東日本は７月ごろに「志津川中央団地駅」
を開通予定。

◆歌津伊里前小学校の児童が、台湾地震の募金
を呼び掛け、震災支援の恩返しと「７万７千円」
の募金を町へ手渡した。

◆南三陸町志津川の南三陸ホテル観洋を会場に
「全国語り部シンポジューム」が 25 日開催され、
全国から 400 人が参加した。震災語り部が防災
や減災の役割を担っている事を確認し、「教訓を
千年先まで」も語り継ぐ事を誓った。

２月の出来事～ 地元報道より ～
平成30年（2018年）

南三陸町

● ●

突する事故があった。原付バイクを運転してい
た入谷桜沢の男性（68）が首の骨を折るなどの
重傷を負った。

　東日本大震災から 11 日で７年。南三陸町
の追悼式は、11 日午後２時 30 分から町総合
体育館ベイサイドアリーナで営まれた。町長
をはじめ、来賓や遺族など約千人が参列した。
　南三陸町では、震災で 620 人が死亡、
211 人が行方不明になっている。人口は震災
直前に比べると、4459 人（25.2％）減少し、
歯止めがかかっていない。

　南三陸町戸倉出身の女流画家外立とし江さ
んが、南三陸病院を訪れ寄付金を佐藤町長に
手渡した。外立さんは東日本大震災の津波で、
弟の佐藤栄（元町議）さんをはじめ親族７人
を亡くしている。

◆県は 13 日、小泉・伊里前湾産ホタテガイのま
ひ性貝毒の要観察時期（イエローライン）になっ
たと発表。関係支所などに出荷の自粛を要請した。

　南三陸町教育委員会は、2018 年度の全小
中学校の児童・生徒見込み数をまとめた。新
入学児童は昨年と比べて 13 人少ない。中学
校の入学生徒数は２校で 101 人と、減少傾
向に歯止めがかからない状況が続いている。

◆みやぎ青年婚活サポートセンターによる結婚
相談会が、21 日南三陸町志津川「ベイサイドア
リーナ」で開かれた。センターでは県内の各自
治体の協力で、独身男女の結婚相談や出会いの
場の提供などを行なっている。

　昔使われた火防線を再整備したトレイル
ロードを歩く、「南三陸火防線ウオーキング」
が 24 日入谷地区で開かれる。南三陸町の自
然の豊かさを再確認してもらうとともに、火
防線整備による「南三陸町イヌワシ火防線プ
ロジェクト」をＰＲすることが狙い。

◆南三陸町は４月 1 日から、運転免許証を自主
返納した町内の 65歳以上の人を対象に、町が運

行している南三陸乗合バスの無料パスを交付す
る。交付日から１年間無料で乗合バスに乗るこ
とができる。

◆県道払川町向線の新ルートが 25 日開通する。
新ルートは全町 800mで、道路幅は 10m（うち
車道６m）。総事業費は約 10億円。

　南三陸消防署は、本吉タクシー志津川営業
所でスクールバスの車両火災防御訓練を行っ
た。児童を乗せて走行中のバスのエンジン
ルームから出火したことを想定しての訓練。
消防署員や営業所の社員が参加した。

◆南三陸消防署から 20 人が参加し、浮きを使た
非常投浮を考案したサンマ船漁労長の千葉茂喜
さん（69・細浦）の指導で、有効性や投げ入れ
方などを学んだ。

　南三陸町志津川市街地を走る国道 45 号の
新ルートが、29 日午後３時に開通する。開
通するのは、市街地西部の水尻橋から「さん
さん商店街」南側交差点までの約 800m。市
街地をう回していた現在の国道 45 号に比べ、
約１ｋ短縮される。海抜 12ｍに嵩上げされ
た道路は防潮堤の役割もあり、住民の安全性
と復興の加速化に期待されている。

◆26 日、南三陸町志津川細浦漁港で養殖銀ザケ
の水揚げが始まった。

　南三陸町戸倉地区波伝谷に伝わる伝統行事、
波伝谷春祈祷（町指定無形民俗文化財）が地
区内で行なわれた。戸倉波伝谷契約講によって、
300 年以上前から行なわれている伝統行事。
　

◆南三陸町志津川高校情報ビジネス科が行なっ
ている、まちおこしプロジェクト「モアイ化計画」
が 2018 年度の高校の現代社会用資料集に掲載
された。同年代の高校生が描く地域で実施して
いる取り組みを、知ってもらうための副読本。

◆29 日南三陸町学校給食センターの新築落成式
が、移転先の志津川中央団地内で行なわれた。
４月 1日から共用を開始する。
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